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キルルートのスウイフト
岸本 広司
サー ･ウイリアム ･テンプルの秘書を務めていたジョナサン ･スウイフ ト (
)は,僧職に就 くために,テンプルの反対を押し切ってアイルランドに向か5471-7
hanJ tona
wiり66 
い,1 年にキルルー トの教区牧師となった｡キルルー トでの生活はわずか 1年あまりで
あったが,聖職者としてのその後の人生を考えると,アイルランド教会の 1教区であるキル
ルー トの受禄僧として出発したことは重要である｡ 本稿は,キルルー トの受禄僧となった経
緯,アイルランド教会の組織,キルルー トでの暮らしやヴァリーナとの出会い等を考察し
f
た｡ 
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Ⅰ ない (2'｡しかし,これを証明する確たる証拠はない｡
サー ･ウイリアム ･テンプルからの独立を果たし キルルー トは北アイルランドのベルファス ト湾北
K deywor
たスウイフトは,生国アイルランドで聖職に就 くこ
とになった｡すなわち,テンプルに身元証明書を書 fergusikc
1
C(
岸に位置し,ダブリンから約 10マイル北方のアン
トリム州カリクファーガス arr )にほど
496いてもらったスウイフトは,まず 1
に,ダブリンのクライス ト･チャーチ大聖堂でキル
年 10月 28日 近い教区である｡ スウイフトにとっては,アイルラ
ンドにおける最初の長旅であった｡彼は海岸線に沿
デア主教のウイリアム ･モー トンによって執事 って北上 し,ダブリンから約 30マイルの ドロイ-
)に任じられた｡執事とは,教区の職務をdeacon(
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ダ 
言うまでもなくそこは, 4年あまり前の 1 0年 7
hdorogea
D
( )でボイン川を渡ったはずである｡
助けるが聖餐を執 り行うことのできない聖職位であ
次いで 95る｡ 年 1月 13日に,同じくモー トンによ 6050,月 1日に,2 0のジェイムズ軍と3,000のウイリ
アム軍が戦火を交え,ウイリアムが歴史的勝利を収itpres
も上位で,聖職禄 
)って司祭(
b dpreen(
に任 じられた｡司祭とは執事より
)を授けられ聖餐の司 Bめたいわゆる ｢ボイン川会戦｣( Bohefto
le
at y )ne
式をする権能を与えられた聖職位である｡ 受禄聖職 の地である｡ おそらくスウイフトは,会戦の数カ月
者特定任地 iceb fene( )は程なくして与えられた｡ 後に書いたウイリアム王に捧げる頒詩を思い起こし
司祭に任命されて半月後の 1月 28日,キルルー ト たことであろう｡ そこではこう詠まれていた｡ 
l troo(Ki )の受禄僧 
たのである｡ 
b dpreena( Ⅳ)として推薦され
072歳であった｡年収は約 1
fituscLor(
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d)で,同年 5月にアイルランド総督代理 
dD yofl )となるサ一 ･へンリ･ケ
イブルであった (1)｡ケイブルはかつてテンプルと
ともに枢密顧問官を務め,邸宅もシーンのテンプル
B(
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邸の近くにあった｡こうした縁から,ルイス ･ラン
ダも指摘したように,スウイフトのためにケイブル
に推薦を依頼したのはテンプルであったのかもしれ
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た｡ ベルファス トから約 10マイルのカリクファーminoheverts'fleWh
ガスは, 1
会戦｣の半月前にウイリアム 3世が上陸した要塞の
960年 6月 14日,つまり先の ｢ボイン川
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'dn.la 町である｡ キルルー トは,このカリクファーガスか
ら北東の方角に位置する小さな古い田舎町であっ,ihtgilsher'
た｡キルルー トという名前は,｢赤い教会｣を意味Adhdhm血 mp , 
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年 3月にこの地に到着 したスウイフ トは大 き5961
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な失望を感じたに違いない｡というのは,そこには
牧師館も教会付属地もなかったからである｡ かろう
じてあったのは,海岸近くの卵形をした質素な小家, 
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屋だけであった (5)｡ しかも,回教徒の数がきわめ'
 
ifsacehfo
て少ない貧寒の地であったのである｡
周知のように,へンリ 8世の宗教改革によってイ
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ギリス国教会 l dnganhcurc( hofE )が成立したが,;
yes

1451 年にへンリがダブリンの議会からアイルラン
ド国王の称号 と教会に対する至上権を承認される
と,国教会制度はアイルランドにも持ち込まれた｡
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アイルランド教会 )l dreanhcurc( hofl ,すなわち
アイルランドにおけるイギリス国教会である｡ しかltraihtetiivs mmodlu
し,カトリック教徒である既存住民の改宗にはほと
んど成功せず,国教会に帰属する者はごく少数に限
, 
yb essihtrg nheverT
lgao
られていた (`;'｡
スウイフトの時代までに,アイルランドの住民はroanease
de yhorr
ac dtog ,tn
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S d Euner
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h lteganT
h lepacetforo , 
主として次の 4つのグループから構成されていた｡
第 1に,先住ゲ-ル人 -アイルランド人,第 2に, 
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12世紀以来のノルマン系イギリス人で,多 くは結
婚によってアイルランド人と同化 しているオール
ド･イングリッシュ,第 3に,16世紀の後半以降,
とくにクロムウェルの時代にイングランドから入植
してアイルランドに定着したニュー ･イングリッシ
ュとスコットランドからの移住者,第 4に,アイル
ランド総督に代表されるイギリス人行政官たちであ
る｡ 政治的 ･宗教的には,第 1のグループはアイル
ランドにおけるイングランド王権の正統性を認めな
いカトリック (7),第 2のグループのオール ド･イ
ングリッシュは,イングランド王権に忠誠を誓いな
がらも信仰面では先住ゲ-ル人と同様カトリック(8),
第 3のグループのニュー ･イングリッシュは,政治
的にも宗教的にもイングランドの王権に忠実な国教
徒,そしてスコットランドからの移住者は長老派,
第4のグループは国王行政官としてのエリー ト支配
層で,宗教的には言うまでもなくアングリカンであ
った｡
これらのうち,人口の圧倒的多数を占めたのは第 
ynoeAn dgdlme wmaseela
soconquereH i ilterssersesare dtoa l hassewe (3)
ウイリアム王にとってこの地はジェイムズ軍を壊
滅させ,国教会主義によるアイルランド支配体制を
確立させた記念碑的な場所であった｡これ以降,ア
イルランドは宗教的 ･政治的 ･経済的に完全にイン
グランドの従属的地位に置かれるようになる｡ テン
プルの影響下にあったスウイフトが,ウイリアムの
勝利を高らかに称えたのはまさしくこのようなとき
であった｡しかしその勝利が,やがてアイルランド
に悲劇をもたらす原因のひとつとなることに彼は気
づいていなかった｡否,生涯を通じて気づかなかっ
た｡アイルランドの問題を告発するばかりで,その
真の原因を問い詰めず,問題解決に有効な策を提示
しえなかった文人スウイフトの限界であろう｡ 
ⅠⅠ
さて,スウイフトはドロイ-ダからさらに北への
旅 を続け,ダン ド-ク d ln a(
y
e
N(
Du k),ニュー リ 
wr)を経てベルファス トに入 り,そこからベ
1と第 2のグループであった｡ もっとも, 17世紀
を通 じて第 3のグループが飛躍的に増大 している｡
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たとえば,1 0年には総人口の 2パーセントにす
ぎなかったイングランドとスコットランドからの移 て選任され,さまざまな権能が与えられていた｡身
住者は,1 年には 18パーセント,1 3年までに
は2パーセントになっている (9)｡
err)の場合,主教の年収はy
37
06
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7
)が配された｡ihsop
b
( 彼らはイギリス政府によっ
分的には貴族と同等と見なされ,上院に議席を有し
にもかかわらず, た｡主教区付属の土地から得られる収入は魅力的で,
支配エリー トとしての国教徒は常に少数で,1
年前後は全人口の約 10パーセントを占めるにすぎ
007 D(最も豊かなデリー 
,
ルモア 
022 0ポンド以上あったと言われている｡
(ilmo )主教は2,000ポンド,ファーンズre
K

また,キ
｡そのため,アイルランド教会の財政
事情は厳しく,下級の聖職者たちは幾つかの教区を
なかった )01`
1,)は各 
兼務するのが普通であった｡また宗教施設も貧弱で, ダブリンのクライスト･チャーチ大聖堂の首席司祭
inLieg)とレ-リン ( hlFerns( 600ポンド,
信者がいないためにほとんど使用されず,荒れ放題
021
darel
ftoner
(Ki )主教は 
という教会も決して珍しくはなかった｡そしてそれ クロンフアー ト (Cl )主教は , 0から 
016, 0ポンドを兼ねたキルデア ,
1,
010,
500
0ポンドであは,国教徒が比較的多く住むダブリンから遠ざかれ llaa(Ki )主教は 
った 1`)4｡主教区には主教座聖堂 
ポンド,キララ 
hd leratca( )が置
かれた｡ 大聖堂の管理 ･運営は主教座聖堂参事会 
ば遠ざかるほど,しばしば目にする光景であったの
である｡ 
hd lh teracapertca( )が行い,その任に当たったの
ⅠⅠⅠ は聖堂参事会員 canon( )であった｡長は参事会首
スウイフトの赴任したアントリム州のキルルー ト 席司祭 
dnDowna(
dean( )と呼ばれた｡ 後にスウイフトの得
17彼は 1 3年にダブリンの
聖パ トリック大聖堂の首席司祭となり,32年もの
教区は,ダウン ･アンド･コナ- たポス トがこれである｡
Connor
061
) 1主教区に属 し,ジェイムズ 世治下の 
9 1 )年以来, つの教区牧師聖職禄 とtrecory( 長さにわたってその地位にあった｡年収は約 800ポ
)arage
ここでアイルランド教会の組織を概観しておくなら
ば,アイルランドの場合も,イギリス国教会の組織
に倣って大主教を頂点とする整序づけられたヒエラ
2 (icつの代理牧師聖職禄 v
ルヒ-構造にあった｡そしてその内容も,イギリス
国教会の場合と基本的に同じであった｡すなわち,
からなっていた L`'l｡ ンドであった ｡'51` もっとも,スウイフトはより高
い地位を求めて要人に働きかけしている｡ しかし,
息の根を止めるまでに敵を攻撃する非情な人間性が
逆に味方にまで恐れられ,結局のところ,聖界貴族
としての大主教や主教になることはできなかった｡
そのためスウイフトは,アイルランドの地で不満と
怒りを募らせていくことになるのである｡)hgアイルランド教会はア-マ- (Ama ,ダブリン,
C hase
(
 でua( m)の 4つの大カシェル l), トウアム 主教 区の下 に,最 も小 さい単位である教区 
iprovnce( )からなり, 4人の大主教 ihpars( )があった｡一般に,信者が礼拝などを通主教管区 
して教会と接するのはこの教区教会においてであihsop)がそれら大主教管区の頂点に立ってbharc(
いた｡ そのうち,｢全アイルランドの首席主教｣ る｡ 教区を管轄するのは教区牧師 trecor( )であっ
Il dreanf
t
ipr
maeoAl )であるア-マ-大主教が最( た｡ 彼 らは,十分の -税 hteit( )と教会付属地 
上位であった｡次席は ｢アイルランドの首席主教｣ lbgee( )からの収入を財産権として領収する権限を
ll drean
f
t
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( maeo )と称されたダブリン大主教で, 有していた｡十分の-一税とは,教会や聖職者の生活
)tnserftipr
カシェルとトウアムの大主教はそれぞれ ｢マンスタ を維持するために,教区民が穀物や乾草や家畜など
ーの首席主教｣( maeoMu ,｢コナハ トの 収穫の十分の-を教会に納める制度のことであり,
honnactipr首席主教｣( maeofC
ちなみに,スウイフトがキルルー トに赴任したとき た聖職禄は俗人であっても手にすることができた｡
のア-マ-大主教は,マイクル ･ボイルという耳が その場合,俗人は聖職者としての資格を有していな
遠 くて目もほとんど見えず,知力も極端に衰えた いので,俸給を支払って聖職者を雇う必要があった｡
t)と呼ばれた (12'｡ 教区牧師の重要な収入源であった｡しかし,こうし
80歳半ばの人物であった (1'3｡このボイルの後任が, これが代理牧師 ivcar( )である｡ 代理牧師の俸給
トリニティ･カレッジの学長およびカシェルとダブ の支払い形態は多様で,一定額の給与によるものや
リンの大主教を歴任したナーシサス ･マ-シュであ 十分の-税によるものがあった｡ただし後者の場合,
る｡ またスウイフトと縁の深いウイリアム ･キング 代理牧師はその一部しか受け取ることができなかっ
07は,マ-シュの後任として 1 3年にダブリンの大
主教になっている｡ 
た｡教区牧師に納入される十分の-税を大十分の-
hteittgrea( )と言い,代理牧師に納入されるそ税 
s(mal
周知のように,聖職者は法律家および内科医とと 
hteit )と言う｡4大主教管区の下にはそれぞれ 3つから 7つの主 れを小十分の-税 
iocese
d
( )が設けられ,各主教区には主教教区 
- 45 -
岸本 広司
もにジェントルマン的職業と見なされていた｡しか
し,一般の教区牧師はジェントルマンのように裕福
であるわけではなかった｡もちろん彼らの収入は多
様で,年収 200ポンドから300ポンドの牧師もいた｡
だがほとんどはそれより劣悪で,30ポンドの年収
しかなかった者もいたという 1`6'｡そのため,とり
わけ十分の-税が俗人の手に渡った教区では,収入
不足を補うために,幾つかの教区を兼務し複数の聖
職を兼領する牧師が多くいた｡いわゆる聖職禄兼領 
pu i(lralsm)である｡ これは悪弊として中世以来し
ばしば禁止されてきたものであるが,多くの地域で
半ば公然と残存していた｡また収入があまりにも少
ないために,牧師不在の教区も多数存在した｡その
ような教区では,牧師補 (curate)が雇われること
もしばしばであった｡ 牧師補の収入は代理牧師より
も低かった｡ 1719年の規定では,年に20ポンドか
ら50ポンドの幅で給与を支払うべきことが定めら
れている 7`)おそらく,平均 30ポンド程度であっ1｡
たと思われる｡ なお,これら下級聖職者の下にさら
に執事がいた｡執事は教区の職務を助けはするが,
聖餐を執り行うことはできなかった｡スウイフの最
初の聖職位がこの執事であったことは,本稿冒頭で
述べたとおりである｡
すでに指摘したように,アイルランドではカトリ

ック教徒である既存住民の改宗にほとんど成功せ

ず,国教会に帰属する者はごく少数に限られていた｡

そのため荒れ果てた教区が多かった｡たとえば,ス

ウイフトの教区のあるアントリム州では, 17世紀

中葉に65の教区のうち30の教会が廃櫨となり,27

が牧師不在 ,51が教会付属地を保有せず,十分の

8
-税も32の教区で俗人の手に移っていた (1 '｡ 前出
したウェクスフォー ド州のファーンズ主教区におい
ても事情は同じであった｡ 131教区のうち,十分の
-税は 71の教区で俗人の手に渡 り,28の教区で主
教と大聖堂所属の高位聖職者のものとなり,一般の
下級聖職者の手にあったのは極貧の 32教区のみで
あった｡このファーンズ主教区には,主教も首席司
祭も大執事(archdeacon)も居住せず,聖務を執 り行
ったのは,年収約 100ポンドの 13名の受禄聖職者と
年収約 30ポンドの 9名の牧師補であった `9)｡ 17281

年には,アイルランド全土に約 600名の受禄聖職者

がいたが,彼らの大半は牧師館も教会付属地も持っ

ていなかったのである (2
0)｡ 
ⅠⅤ

さて,キルルー トの属するダウン･アンド･コナ
-主教区の主敦は,アイルランド生まれで トリニテ
ィ･カレッジ出身のエ ドワー ド･ウオルキントンで
あった｡穏健で学識があり,評判の良い人物であっ
た (21'｡ キルルー トにおけるスウイフトの前任者は,
ウイリアム ･ミルンという,1657年にアイルラン
ドへ移住してきたスコットランド出身の長老派であ
った｡ 彼はやがて国教会に改宗,63年にキルルー
トの教区牧師に任命された (22)｡しかし腐敗 した生
活ぶりが問題となり,93 ( ls-年に教会委員会 eccei
asticalcommission)による調査の結果,非居住 ,
不節利,放縦の廉で聖務停止処分となり,その後解
任された ` ｡ 教会の腐敗 ･堕落はいつの世にもあ23'

ったが,この時代のアイルランドでも例に漏れずし
ばしば見られたのである｡ そしてスウイフトがキル
ルー トに聖職禄を得た背景には,前任者のこうした
スキャンダラスな問題があったのである｡
キルルー トに着いたスウイフ トは, 1695年 3月 
24日にテンプルコラン (Templecorran)で, 4月 
21日にはバリニュア (Balynure)で就任式に臨ん
だ｡そして同月 28日には,リズバーン (Lisburn)
の主教座聖堂で説教を行った ( 彼は3つの教区,24)｡
すなわちキルルー ト,テンプルコラン,およびバリ
ニュアを兼領した｡テンプルコランはキルルー トの
北と東に接 し,バリニュアは北と西に接するそれぞ
れ幅 1マイル半,長さ 2マイルの長方形の教区であ
る ` ｡他方,キルルー トは幅,長さともに約 1マ25'

イルの小さな教区であった (26'｡スウイフトの聖職
禄はこれら 3つの教区を合わせたものであり,年収
は約 100ボン守であった｡その大半は十分の-税に
よるものであったが,キルルー トにおける十分の-
税は,俗人であるドニゴル伯爵に渡っていた｡また
テンプルコランのそれもコナ-の主教に渡 り,結局
スウイフトが教区牧師として税のすべてを手にする
ことができたのは,バリニユアにおいてだけであっ
た 2`7'｡スウイフトが赴任する 10年前のキルルー ト
とテンプルコランを描写した一文がある｡ 書き手は
土地の名士で,後にスウイフトとも交際したリチャ
ード･ドブスである｡
｢キルルー トの教区はたいへん小さく,十分の-
税による全収入は年にわずか 40ポンドしかない ｡
大十分の-税はドニゴル伯が所有し,小十分の一
税は,スコットランド人のミルンという受禄聖職
者 〔スウイフトの前任者〕が所有している｡ 住民
は (私の家族と私のもとで暮らしている6名を除
いて)すべて長老派とスコットランド人であり,
教区内には 1人のアイルランド人もカトリック教
徒もいない｡住民の数は 100名である｡ この教区
に隣接 し,海に面しているのが---テンプルコラ
ン教区である｡ 小十分の-税は前記の受禄聖職者
が手にするが,大十分の-税は主教に帰属する｡ 
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年価値 50ポンドである｡ ---住民は全員スコッ
トランド人で, 1人のアイルランド人もカトリッ
ク教徒もいない｡教区牧師とその息子と思われる
教会事務員を除いて,すべて長老派である｡ 2`8'｣ 
1人暮らしであったとはいえ,100ポンドの年収
では十分ではなかったはずである｡ もっとも,実際
にはバリニュア教区だけでも100ポンド以上の収入
があった｡スウイフトは,後にキルルー トの聖職禄
を友人のジョン･ウインダーに譲っているが,その
際ウインダーにこう言っている｡ ｢この間題に関し
ては知識があるので自信を持って言いますが,バリ
ニュア教区はオー ト麦エーカー当たり18ペンスと
かなり期待でき,雌牛,辛,猫,犬などもいて,午
0ポンド以上になります 2 ｣｡収 10 `9' ここから判断す
れば,スウイフトは 3つの教区から,計算上は年に 
100ポンド以上得ていたことになる｡ しかし,実際
はそうではなかった｡なぜならば,本来スウイフト
の手に入るべき聖職禄から,前出のウイリアム ･ミ
ルンへの支払金 20ポンドが毎年差 し引かれていた
からである｡ すなわち,ミルンはスキャンダルで職
を失ったが,教会委員会はミルンの年齢と貧窮およ
び教会への長年の奉仕を考慮して,聖職禄から年金
として彼に20ポンドを与えるとの決定を下 してい
たのである (30' したがってそのような事情から,｡
スウイフトの収入総額は年に約 100ポンドというの
が実情であったのである｡
ところで先の引用文からもわかるように,アイル
ランド北部のアルスタ一地方には非国教徒,とりわ
けスコットランドから移住してきた長老派住民が圧
倒的に多かった｡アルスタ--の植民は 17世紀の
初頭から始まっており,その多くはスコットランド
31)｡からの入植者であった ( 名誉革命から1716年ま
での間に,スコットランドからの入植者は約 5万家
族もあったという (32'｡彼らは各教会の牧師 (minis-
ter)と平信徒代表の長老 (elder;presbyter)とか
らなる長老会 (presbytery)を組織 し,その上に上

級長老会を積み上げて総会 (generalassembly)を

構成する,いわゆる長老制度 (presbyterianism)を

とっていた｡アルスタ一地方の長老派の数は,1718

年当時のデリーの場合,回教徒 400家族,カトリッ

ク教徒 400家族に対して,全体の 50パーセントに当

たる800家族であった (3)｡ちなみにスウイフトが着

任する 3年前,国教会のある高位聖職者は,アルス

タ-とりわけアントリム州の現状を次のように記し

ている｡
｢アルスタ-で最大多数を占めるプロテスタント
は非国教徒である｡ --長老派の集会にはあらゆ
る地域から何千もの人びとが押し寄せるのに対し
て,国教会に来るのが 10人に満たない教区もあ
れば, 6人に満たない教区もある｡ これはとくに
アントリム州ではごく普通のことである｡その州は,
アルスタ-のどこよりもスコットランド人の多い地
域である｡(4｣3'

キルルー トの教会はすでに廃嘘と化 していたが,
テンプルコランとバリニュアにはまだ存在し,かろ
うじて使用することができた｡スウイフトが牧師補
を雇っていた形跡はないところから,彼は 2つの教
会を行き来して説教をしたと思われる 3` '｡ 問題は,5

出席者がごくわずかしかいなかったことである｡ ス
ウイフトはキルルー トを去って 2年半後の 1699年 
1月に,前出のジョン･ウインダーに,自分の説教
は ｢出席する者なく,屋根もない教会のために書か
れたまったく取るに足 りない代物だった (36)｣と自
噸気味に述べている｡ スウイフトは,聞く者もほと
んどいない説教を空しさすら覚えながら準備してい
たことであろう｡ もちろん彼も,信者を増やすため
に精一杯の努力をしたはずである｡ しかし,何らか
の成果を上げたという記録はない｡国教会はわびし
く寂れていた｡他方,長老派は信仰心に満ちて活気
に溢れている｡ 両派の信者数のあまりにも大きな違
いに,スウイフトは惜然たる思いをしたに違いない｡
熱狂的なまでに信心深い非国教徒に対し,無意識の
うちに恐怖感や嫌悪感を抱いたかもしれない｡少な
くとも,そうした感情を抱 くきっかけのひとつには
なったと思われるのである｡ 後にスウイフ トは,
『桶物語』( aeo u,74 (70ATl fa Tb10)の第 5版 11

午)に付 した ｢弁明｣(AnApology)で,｢本書の

大部分は 13年以上も前,つまり1696年には完成し

ていた (37)｣と書いている｡ 1696年と言えば,キル

ルー ト-赴任 した翌年である｡ 『桶物語』で非国教

徒の狂信を楓刺した個所は,すでにキルルー ト滞在

中に執筆していた可能性がある｡ あるいは少なくと

も,その着想を当地で得たであろうことは十分に考

えられるのである｡

テンプルから待望の独立を果たしたにもかかわら
ず, トマス ･シェリダンも指摘 したように,｢辺郡
な田舎の片隅｣での生活は決して快適なものではな
かった｡｢友人も信仰仲間も心地良い会話もなく｣,
ムア ･パークの美しい風景や優雅な生活とは比較す
べ くもなかった (38' テンプルのもとから飛び出し｡
て後悔することもあったかもしれない｡キルルー ト
の生活について,かつてイーヴリン･ハ-デイは次
のように述べたことがある｡ ｢ムア ･パークの緑の
草木と洗練された上流社会に慣れていたので,スウ
イフトにはベルファス ト湾のうら寂しい海岸は耐え
難かった｡彼はスコットランド人の長老派を激しく
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攻撃し,片意地なまでに嫌悪した｡あまりくつろげ に,ウイリアム ･ウェアリングという人物がいた｡
なかったに違いないが, ドニゴル卿夫妻を中心とす 彼 は ダ ウ ン 州 の ウ ェ ア リ ン グ ズ タ ウ ン 
る社交界に一時顔を出した以外は,絶え間なく続く wn)出身である｡ この地名から,ウェwa
教会の仕事から離れて気晴らしすることなどほとん アリング家は土地の旧家であったことがわかる｡ 彼
どなかった ( ｣｡ にはリチャー ドという弟がいた｡このリチャードも39)
スウイフトは自伝で,｢彼 〔スウイフト〕は当時 トリニティ･カレッジで学んでいる｡ 彼が入学した
i trngso(
総督代理をしていたケイブル卿に推薦されて,アイ 6のはスウイフトより2年後の 1
スウイフトはリチャー ドのことも知っていたに違い
84年 4月であるが伯),
ルランドの北部に年収約 10ポンドの聖職禄を与え
られた｡しかし数カ月で飽きてしまい,イングラン
ドへ戻った (0)｣と書いている｡ 彼のキルルー トで4
の滞在はわずか 1年あまりであり,数カ月で飽きた
というのは本心であろう｡ 幻滅と失意の日々であっ
たと思われる｡ しかしこの間まったくの孤独であっ
たわけではない｡何人かの人たちと知己になってい
る｡ たとえば,前出の ドニゴル卿夫妻,土地の有力
0
ない｡彼らの実家のあるウェアリングズタウンは,
ベルファス トから約 15マイル南西に位置し,馬を
利用すればキルルー トからさほど遠くない距離であ
る｡ 赴任後のスウイフトは,旧交を温めるためにウ
ェアリング兄弟を訪問し,彼らのいとこである女性
と知り合いになったようである｡ それがジェーン･
ウェアリングである｡
者でテンプルコランの教区委員 ( wa
でもあったリチャー ド･ドブス,バリニュアの教区
委員でカリクファーガス市長やアイルランド下院議
h hcurc )
dren
 ジェーンの父親はロジャー ･ウェアリングとい
6い,聖職禄を兼領するとともに,1
まで ドロモア 
82年から90年
reDro( mo )の大執事を務めた｡ジェ
員を務めたことのあるへンリ･クレメンツ,アント ーンは 8人いた子供の長子である (4' 92年にロジ4 ｡ 
リム州のカーンマニ mmo )の教区牧師でキney
Ca
( ャーが 50歳にならないうちに死ぬと,おそらくジ
ルルー トにおけるスウイフトの後任となるジョン･ ェーンは未亡人となった母親とともにベルファス ト
ウインダー- 有名な外交官で,北京駐在イギリス
外交代表や南アフリカの喜望峰総督などを歴任した
'54で住んだ ( ｡スウイフトがジェーンといつどこで
初めて会ったのかはわからない｡だがともかくもス
等々である '1｡マカー トニ伯爵は彼の孫である- 4' ウイフトは,ジェーンにたちまち熱を上げた｡その
スウイフトはドブスを訪れて,ジョセフ ･グラン 1ときジェーンは 2歳で病気がちであった｡
フトは生涯において 3人の女性と謎に満ちた関係を
スウイ
iscepsヴイルの 『科学的懐疑』( sS 5a,ifi tcenic 166)

を借 りている｡ そしてその代わりに,テンプルの 持った｡ 3人に共通するのは,長子で父親がなく,
lsceanea『雑纂』( )を貸している｡Mi スウイフト しかも病弱であったことである｡ そうした身の上の
は,『雑纂』を 読むに値する良い本だ｣ とジョ 女性に心を動かされるものが,スウイフトにはあっ
ン･ウインダーに薦
｢
めているが,『科学的懐疑』の たのかもしれない｡スウイフトは毒舌家で一見冷酷
方は,｢もし 『科学的懐疑』が自分のものになるな な人間と受け止められがちであるが,実際は情に厚
らば,私はそれを火中に投じるだろう｡ なぜならば, いところもあったのである｡
V iarnaそれは詮索好きでお粗末な科学者的戯言の見本だか スウイフトはジェーンを ｢ヴァリーナ｣(
らだ 4`2)｣と酷評している｡ グランヴイルはデカル
)

の愛称で呼んだ｡エーレンプライスも言うように, 
トから出発しつつ,アリス トテレスとスコラ的学問
を批判して経験的帰納を尊重し,科学的な懐疑を唱
えて因果性の確実性をも疑った哲学者である｡ スウ
イフトがグランヴイルのどの点に批判的であったの
かは不明である｡ 何らかの神学的論拠があったのか
もしれないし,単純に哲学的議論が気に入らなかっ
ただけかもしれない｡しかしそれはともかくとして,
irngWa のWをVにラテン語化し,gを女性形の aに
変えて詩的雰囲気を与えている ` ｡ 別稿で取 り上46'
げるステラやヴァネッサの場合と同様,女神を連想
させる擬古典的な名前である (47' 恋人に新たな呼｡
び名を付けるのは,スウイフトの習慣であった｡ま
たそれは,スウイフトだけのいわば秘め事であった｡
マリオ ･ロッシとジョセフ ･ホーンによれば,利己
スウイフトがこの辺境の地で如上の人びとと交際し 主義者 itstego( )は好きな女性を自分のものにする
ていたことは確かである｡ そしてキルルー トで知り 際,その女性を彼女の世界やそれまでの生活から引
合った人たちのなかでも,最も重要なのはジェー き離そうとする｡ それはあたかも彼女を自分の閉ざ
ン･ウェアリング,別名ヴァリーナであった｡ された秘密の世界に引き込んで,そこに監禁してし
まうかのようである｡ 好きな女性に新たな名前を付
けるのは,彼女を自分だけのものにしたいという,
スウイフトの トリニティ･カレッジ時代の同期生 まさにこうした心理の表れだとロッシとホーンは考 
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える ` この種の心理がはたして利己主義者だけ48)｡
のものなのかどうか,またそもそもスウイフトが利
己主義者であるのかどうかは意見の分かれるところ
であろう｡ しかしスウイフトがヴァリーナという彼
独自の名前を付けることによって,ジェーンを彼の
世界に閉じ込め,自分だけのものにしようとしたの
は間違いない｡事実,スウイフトは彼女を独占する
ために,しだいに結婚を考えるようになった｡そし
てやがてそれを決意するに至るのである｡
現在,スウイフトのヴァリーナ宛書簡が 2通残っ
ている｡ 最初の 1通は 1696年 4月29日付のもので
ある｡ この頃,スウイフトはテンプルからムア ･パ
ークに戻ってこないかと打診されていた｡キルルー
トの生活に飽きていたスウイフトは,かつてのパ ト
ロンの誘いに乗り気になっていた｡しかしヴァリー
ナ-の愛はますます強まる｡ 彼はヴァリーナに自分
への思いを尋ねた｡心は揺れ動いていたのであろう,
彼女の態度は煮え切らなかった｡そのためスウイフ
トは結婚してアイルランドにとどまるか,それとも
ムア ･パークへ戻るかの二者択一を迫られることに
なった｡彼は,断られた場合は直ちにアイルランド
を去る覚悟でヴァリーナに結婚を申し込んだ｡生涯
における最初で最後の求婚であり,長文の熱烈なラ
ブレターである (49'｡
｢やきもきした思いこそは,恋する者に必ずつき
まとう特性です｡実のところそれは,最高の幸福
もしくは不幸がかかっている計画を追求するすべ
ての者に言えることです｡戦争,法廷,通常の業
務においても同様で,快楽や名声や富を求める者
は誰でも,その目的を達成するまでは不安で落ち
着かないものです｡そしてそれはすべて,自然で
あるばかりかもっともなことでもあります｡なぜ
ならば,激しい願望はほとんど病気と同じだから
です｡ですから,人がその治療を求めても非難さ
れるべきではありません｡私もこの重い病気にか
かってしまいました｡･･･-でも私の場合は,通常
の病気よりも大目に見ていただける事情がありま
す｡私の幸福の見通しがすべてかかっている最も
愛する方が,私の目の前から永遠に消え去ってし
まう危険性に絶えずさらされているのです｡ヴァ
リーナの命は日ごとに衰えています｡｣
恋の虜となった者が,しばしば陥る不安の感情を
表した文面である｡ おそらくスウイフトの心情を正
直に吐露したものであろう｡ 彼はこれまでも何度か
ヴァリーナを口説いてきた｡しかしヴァリーナは,
自身の健康状態とキルルー トでの生活やスウイフト
の収入に不安を感じ (50),彼の求愛を簡単には受け
入れようとはしなかった｡
｢ひとつの正しい名誉ある行動こそが,彼女に健
康を,そして私たち 2人に言葉では言い表せない
幸福をもたらすでしょう｡ にもかかわらず,人の
幸福に不満を感じる何らかの力に影響されて,彼
女は残酷であり続けています｡--なぜ私は,自
分の希望と恐怖を他人の力や管理に委ねてしまう
ほど愚かだったのでしょうか ?--
この 30分間というもの,あなたに何を申し上
げてよいのかわからず,ただ紙面を見つめている
ばかりです｡あるいはむしろ,たとえすべてがま
ったくの繰り返しであろうとも,申し上げるべき
ことがあまりにも多すぎて,どこから始めてよい
のかわからないというのが正直なところでしょう
か ?｣
もはや待ちきれなくなったスウイフトは,ヴァリ
ーナに決断を迫る｡ その調子は,一見下手に出てい
るようでいて,その実性急で命令的である｡ そして
時には脅迫的でさえある｡ スウイフトには,女性の
心理の綾を読み取る細やかさはない｡むしろ彼は女
性の実体を暴き,化粧を落とした貴婦人の醜悪な姿
を赤裸々に描いた人物である｡ 女性に対する彼の態
度は直線的で,強引であった｡少なくとも,そこに
はロマンティシズムはない｡彼は,ヴァリーナは自
分の心をもてあそぶ残酷な女だと言う｡ しかし,彼
女に有無を言わせぬまでに最後通牒を突きつけるス
ウイフトは,ある意味ではヴァリーナ以上に残酷で
ある｡ それは,あたかもヴァリーナに結婚拒否を言
わせようとしているかのごとくである｡
｢先般差し上げた私の手紙の内容を熟考し,決断
をしていただくための時間は十分にあったと思い
ます｡たいへんやきもきしながら,あなたのご返
事をお待ちしております｡もし私の旅行前にあな
たをお伺いするのが適当とお考えでしたら,喜ん
でそのようにさせていただきます｡--私はここ
〔カリクファーガス〕から舟に乗るかもしれませ
ん｡さもなければ, 2週間後の月曜日にダブリン
に向けて出発いたします｡そして総督代理 〔ケイ
ブル卿〕に暇乞いした後,イングランド-と怠行
します｡あなたの不合理なためらいが私をいつま
でここに引き止めておくかは,私に抱いていると
おっしゃるあなたの愛の強さ次第です｡手短に言
えば,お嬢さん,私は以前お世話になったさる高
貴な方 〔テンプル〕から,もう一度恩恵を与えよ
うと言っていただいているのです｡しかもそれは,
以前よりもはるかに有利な見通しのあるものなの
です｡しかしあなたのためならば,それをすべて
捨てるつもりだということをここで厳粛に申し上
げます｡私はあなたの財産など,何一つ欲しいと 
-49-
岸本
は思いません｡私に関する事柄があなたの望みど
おりになるまでは,あなたは好きな所で好きな方
と一緒に暮らしていただいて結構です｡私はその
間,できうるかぎりの熱意と勇気を持って出世で
きるよう努めます｡そして成功することを疑って
おりません｡ 
--もしあなたが私のものになる前に,私がア
イルランドを去るようなことになるならば,たと
え国王が自分の代理として私をこの国へ送り返し
たくても,私は二度とアイルランドへ戻 りたくは
広司
いた｡スウイフトは返信をしたためているが,事実
上断りの手紙であった｡われわれは,別稿でその経
緯を見るであろう｡ 
Ⅵ
ヴァリーナから色好い返事をもらえなかったスウ
イフトは,予告どおりムア ･パークのテンプルのも
とへ戻った｡キルルー トの聖職禄は,友人でカーン
マこの教区牧師であるジョン･ウインダーに譲るこ
とにした｡ただし,キルルー トを去って後も,スウ
ありませんし,戻るぐらいならば,運命がどのよ イフトは不在聖職者 b itasenees( m)としてその権
うな侮辱を与えようともそれに耐えるつもりで 利を保有している｡ 彼がキルルー トの受禄僧を正式
す｡もしそれも致し方ないというのであれば,神 96に辞めたのは, 1 8年 1月 5日のことである｡
の名において,次の恋人のためにお身体を大事に してウインダーがその職に任命されたのは,同年 3
そ
なさってください ･ ヴァリーナの愛は残酷で 11月 日のことであった-- (5｡ 
すが,それ以上に悲劇的な結果をもたらします｡
最初から私を蔑んでほしかった｡あなたが私に情
けをかけてくださったことが,私の不幸の始まり
でした｡今やあなたの愛は私を破滅に導き,それ
を完了しつつあります｡私は, 2週間後にはヴァ
リーナに永遠の別れをしなければなりません｡別
れに際して,彼女は私に幾ばくかの愛情を持って
いたことを装い,それを証すために少しは涙を流
してくれるでしょうか ?そして私の友人たちは,
年
に死去するまでキルルー トの聖職禄を保持し続けて
いる｡
スウイフトのキルルー ト滞在は,結局のところ 1
年を少し超す程度であった｡自伝でスウイフトは,
そこでの生活に ｢数カ月で飽きてしまい,イングラ
ンド-戻った｡彼は聖職禄を友人に譲り,サー ･ウ
イリアム ･テンプルの邸宅で,この偉大な人物が亡
73)｡ウインダーは,1 71
)45くなるまで滞在 した ( ｣と書いている｡
がスウイフトを呼び戻したのは,秘書としての彼の
テンプル
私が女性に対する懸熱さを持ち合わせず,彼女を 能力を再認識し,その助力を必要としたからである｡
攻略することもなかったとして私を非難し続ける この点に関する詳しい内容は別な機会に検討すると
でしょうか ?-- 96して,スウイフ トは 1 6年 5月の中頃にはキルル
さようなら,お嬢さん｡･･･-ただこれだけは覚 ー トを離れ,サリー州ファーナムのテンプル邸-戻
えておいてください｡もしあなたがなおも私のも ったのであった｡通算 3度目で,最後のムア ･パー
のになるのを拒否なさるのならば,あなたのため ク滞在である｡ 
にこれまで生きてきたように,あなたのために死
ぬ覚悟のできた男を,あなたは直ちに,また永遠
に失うことになるのだということを｡ すべてあな
たのものである,ジョナサン･スウイフト｡｣
スウイフトの求婚を,ヴァリーナはいわば予想ど
おり拒絶した｡あるいは断ったというよりも,スウ
イフトの性急で強引な求愛を受諾することができな
かった｡ヴァリーナは,スウイフトを全面的に拒否
するほど明確な意思表示はしなかったはずである｡ roseh
99年 3月頃まで続 くムア ･パーク
での生活は,スウイフトにとってはきわめて有意義
なものとなった｡訊刺家スウイフトの基礎固めは,
ほぼこの時期になされていくのである｡ 稿を改めて
考察しよう｡
注 
(1) スウイフトは自伝で,推薦されたときケイブル
は総督代理であったと書いているが､誤りである｡ 
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